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米野芦沼遺跡



序

　前橋市富士見町米野の地は、江戸時代、沼田街道の宿場として栄え、現在も歴史的

な景観を残しています。

　この地を東西に貫く（主）渋川大胡線は、赤城南麓における重要な道路として広く県

民の生活を支えておりますが、交通量の増加から、歩行者や自転車の安全な通行のた

め、歩道の建設が望まれていました。

　本書の米野芦沼遺跡は、米野地区の中央に位置し、(主)渋川大胡線社会資本総合整

備(活力基盤(交安))事業に伴い発掘調査された遺跡です。

　調査は、群馬県前橋土木事務所から委託を受け、公益財団法人群馬県埋蔵文化財調

査事業団が、平成24年度に実施し、縄文時代と平安時代の竪穴住居をはじめとする遺

構や遺物を検出しました。これらの成果は、この地の長い歴史を物語る資料として、

地域史解明に寄与できるものと考える次第です。

　この発掘調査の実施から本書の刊行にいたるまでの間、群馬県前橋土木事務所、群

馬県教育委員会、前橋市教育委員会、並びに地元関係者の皆様から多大な協力を賜り

ました。上梓にあたり、皆様方に心から感謝申し上げ序といたします。

　平成２４年１1月

公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長  須 田 榮 一 





例　言

１ 本書は、(主)渋川大胡線社会資本総合整備(活力基盤(交安))事業に伴い発掘調査および整理された米野芦沼遺跡の

調査報告書である。

２ 米野芦沼遺跡は、群馬県前橋市富士見町米野１２２０－１、１２６０－１に所在する。

３ 事業主体　群馬県前橋土木事務所

４ 調査主体　公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

５ 発掘調査の期間と体制は次のとおりである。

　　調査履行期間　平成２４年(２０１２)６月１日～平成２４年(２０１２)９月３０日

　　（調査期間   平成２４年(２０１２)７月１日～平成２４年(２０１２)７月３１日）

  調査担当　麻生敏隆(上席専門員) 

　　遺跡掘削工事請負　技研測量設計株式会社

　　地上測量委託　　　技研測量設計株式会社

６ 整理事業の期間と体制は次のとおりである。

　　整理履行期間　平成２４年(２０１２)９月１日～平成２４年(２０１２)１１月３０日

　　（整理期間　　 平成２４年(２０１２)９月１日～平成２４年(２０１２)９月３０日）

  整理担当　新倉明彦(上席専門員)

７ 本書作成の担当は次のとおりである。

  編集　新倉明彦

　　本文執筆　飯森康広(専門員(総括))

　　デジタル編集　齊田智彦(主任調査研究員)

　　遺物観察　石器：岩崎泰一(上席専門員)、縄文土器：谷藤保彦(上席専門員)、土師器・須恵器：桜岡正信(資料統

括事務取扱)、中世・近世陶磁器・土器：大西雅広(上席専門員)、石材同定：飯島静男（群馬地質研究会）

　　遺物写真撮影：佐藤元彦(補佐(総括))、保存処理：関邦一(補佐(総括))

８ 発掘調査および本書作成に関しては、群馬県教育委員会、前橋市教育委員会をはじめ、関係機関ならびに多くの方々

からご協力、ご指導をいただきました。記して感謝の意を表したい。

９ 本遺跡の出土遺物と調査・整理の諸資料(遺構図・遺物実測図・写真類・各種台帳類)は一括して群馬県埋蔵文化財

調査センターに保管している。

凡　例

１　本遺跡は全て国家座標の日本平面直角座標第Ⅸ系(世界測地系)に基づき、挿図中に使用した方位記号は、全て国家

座標北を指している。真北との偏差は、調査区中央付近で、東偏０度２７分４２秒である。

２　遺構・遺物実測図については、各挿図中にスケールを添付したが、原則下記の縮尺で掲載した。

　　遺構　住居跡　１：６０、住居跡のカマド　１：３０、土坑　１：６０、ピット　１：４０　　

　　遺物　土器　１：３、石器　１：１、１：３、鉄製品　１：２　

３　遺構の位置に関しては、グリッド標記を使用せず、座標値をそのまま使用した。



４　遺構図中の網掛けは、下記のとおりである。

　　焼土　       　灰        攪乱

                       

５　住居の床面積は、デジタルプラニメーターにより住居の壁の内側を３回計測した平均値である。遺構の計測値で全

体を計測できないものについては、現存の値を（）に記載し表示した。

６　竪穴住居の主軸方位については、カマドを有する辺に対して直交方向を主軸として計測した。カマドを有しないも

のについては、長辺を主軸として計測した。

７　火山噴火物の表記は下記のとおりである。なお、一次堆積の場合はテフラ名(Ａｓ－Ｂなど)を使用し、埋没土に含まれ

る場合は軽石名として、ＦＰなどを使用した。

  Ｈｒ－ＦＰ：榛名二ﾂ岳軽石(６世紀中葉)、Ａｓ－Ｃ：浅間Ｃ軽石(３世紀末～４世紀初頭)

　　Ａｓ－ＹＰ：浅間板鼻黄色軽石、Ａｓ－Ｓｒ：浅間白糸軽石、Ａｓ－ＢＰ：浅間板鼻褐色軽石

　　Ａｓ－ＭＰ：浅間室田軽石、Ｈｒ－ＨＡ：榛名八崎火山灰

８　遺構名称および付番については、原則調査時点のものをそのまま使用した。このため、以下のとおり欠番が生じた。

  土坑：７

９　遺物観察表の記載方法は以下のとおりである。

　・土器の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖１９８８年版』

に基づいている。

　・胎土表記中の細砂・粗砂・礫については、径２ｍｍ以上を礫、径２～ ０．２ｍｍを粗砂、径０．２ｍｍ以下を細砂とした。

　・計測値の口：口径、底：底径、高：器高、台：高台径を示す。

　・金属器観察表の計測値に（　）がついているものは残存部分での値である。

　・石斧刃部側の摩耗痕については縦位定規線で、着柄部と想定される部分の摩耗痕については横位定規線で図示した。

　・磨石等礫石器類に用いた縦位・横位定規線は摩耗範囲を示す。その他の斜位定規線は線条痕の走行を示す。

１０　陶磁器以外の土器に関する分類上の大小は以下による。

　・灰釉陶器：大型品（壺類）、小型品（椀・杯・皿類）						    

　・須恵器　：大型品（壺甕類・羽釜・瓶類）、中型品（高杯・盤類・ハソウ）、小型品（椀・杯・皿類）		

　・土師器　：大型品（壺・甕類、土釜）、中型品（高杯類、古式土師小型丸底壺など）、小型品（椀・杯類、手捏ね）	

１１　本書で掲載した地形図は下記のものを使用した。

　　国土地理院　地形図１：２５，０００「渋川」(平成１４年５月１日発行)

  前橋市現形図
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ＰＬ.６　　1号住居出土遺物
ＰＬ.７　　２号住居、３号土坑出土遺物
ＰＬ.８　　遺構外出土遺物



第１章　発掘調査と遺跡の概要

第１節　調査に至る経過

　本遺跡は前橋市富士見町であり、周辺は、縄文時代の

集落として前橋市の遺跡台帳に登録されており、工事が

計画された地点はその包蔵地内に所在する可能性が考え

られた。

　このため、平成２３年６月２２日付けで、埋蔵文化財の状

況について群馬県県土整備部建設企画課（前橋土木事務

所）から群馬県教育委員会文化財保護課に照会がなされ

た。同年６月２９日、群馬県教育委員会文化財保護課は、

事業地が周知の埋蔵文化財包蔵地内ではないものの、近

隣に周知の埋蔵文化財包蔵地があることから、試掘・確

認調査が必要であることを前橋土木事務所に回答した。

これにより、同年７月２６日、群馬県教育委員会文化財保

護課による試掘調査が行われ、遺跡地と認定された。こ

の結果を受けて、同年１１月１４日、本遺跡は新規に周知の

埋蔵文化財包蔵地（米野芦沼遺跡）とされた。その後調整

の結果、平成２４年８月３１日付けで、群馬県前橋土木事務

所と公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が埋蔵文

化財発掘調査の委託契約を締結し、調査面積２１０㎡の発

掘調査を行うこととなった。

第２節　調査の方法と経過

　事業の性格上広範な調査が見込まれないため、新たな

地区呼称は行わず、国家座標値をそのまま使用した。調

査グリッドは、５ｍ間隔の方眼とし、グリッド番号は、

各座標値の下３桁の値を用い、Ｘ軸－Ｙ軸の順に併記し

た。たとえば、Ｘ座標５１５４０、Ｙ座標－６９３００の場合、こ

のグリッドは「５４０－３００」となる。

　調査の進捗にあわせて、便宜上東側・西側という呼称

を使用したが、調査区は分割せず区名称は設定していな

い。

　１　グリッド及び調査区の設定

　２　調査の方法

　本遺跡は、県道渋川大胡線と県道津久田停車場前橋線

の交差点からその沿道に位置し、住宅が立ち並び、交通

量も多いため、調査に際しては安全柵を設置し、作業の

安全確保に努めた。また、排土置き場を確保するため、

調査区を東西に分け、東側を先行して調査を行った。

　表土掘削については、地表下の土層攪乱が著しく、加

えて指標となる火山噴出物の一次堆積層も認められな

かったため、ローム漸移層を遺構確認面とした。層厚約

５０㎝をバックホーによって掘削したのち、人力による遺

構検出作業を行った。この結果、縄文時代・平安時代の

竪穴住居などが確認された。また、調査区全域でローム

層が良好に堆積していたため、２×２ｍの調査坑２か所

(第3図)を設定し、旧石器時代の確認調査を行ったが、

遺構遺物とも発見されなかった。

  遺構調査に際しては、埋没土層の確認用ベルトを任意

に設置し、ジョレン・移植ゴテほかにより掘削を行った。

遺構名称は、調査の進行にあわせて適宜付番した。

　遺構の記録は、実測図作成と写真撮影により行った。

遺構の平面測量は、デジタル平板測量を適宜実施した。

縮尺は遺構の性格に合わせ、１／１０、１／２０、１／４０を選択し

た。断面測量は、個別に水糸により基準標高を設置し、

メジャー、標尺ほかを使用して、手書きによる図化を行っ

た。

　遺構写真は、モノクロ写真を６×７版フィルム撮影し、

カラー写真はデジタルカメラを使用して、ＤＶＤによる

データの記録保存を行った。

第1節　調査に至る経過
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米野交差点

（
主
）渋
川
大
胡
線

県道津久田停車場前橋線

網掛け部分は調査区０ 20ｍ１:1‚000

第1図　米野芦沼遺跡調査区位置図（前橋市役所発行、2500分の1前橋現形図）
（平成21年測図、富士見地区は平成23年測図）を使用）
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　３　調査の経過

調査日誌抄録

平成２４年(２０１２)

７月２日　バックホーによる調査区東側部分の掘削作業

開始。

７月３日　東側部分の遺構確認作業開始。縄文土器など

出土。

７月４日　土坑・ピット調査開始。

７月１０日　旧石器時代確認調査開始。

７月１３日　東側調査終了。埋め戻し及び西側部分の掘削

作業、遺構確認作業開始。

７月１７日　１号住居調査開始。

７月２５日　２号住居調査開始。

７月２７日　西側部分調査終了及び埋め戻し終了。

　４　整理作業の方法

　整理作業は、平成２４年９月１日から同月３０日まで実施

し、引き続き印刷を委託し、刊行を行った。

　遺構図面は調査時作成の図面を元に修正作業・計測作

業を行い、デジタルトレース、版下作成を行った。

　出土遺物は、出土遺構・地点ごとに接合作業を行った

後、掲載遺物を選定した。次いで、デジタル撮影による

遺物写真撮影を行ったのち、遺物実測を行った。実測に

際しては、デジタル写真実測と三次元計測機を併用して

素図を作成・精図し、引き続いてトレース図を作成した。

　遺物トレース図はスキャニング作業を行ってデジタル

化し、版下作成を行った。

　掲載資料は、台帳作成後収納作業を行った。

第2節　調査の方法と経過
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第２章　遺跡の立地と環境

第１節　遺跡の立地

　本遺跡は、赤城山南東麓にあたり、山頂カルデラ内の

大
お の

沼から南東約１１ｋｍに位置している。赤城山の最高点は

黒
くろ

檜
び や ま

山山頂の１８２７．６ｍであり、この高さに比較して山体

の占める面積が大きいことが特徴となっている。赤城山

の火山活動の始まりは、約４０ ～ ５０万年前からと言われ、

古期成層火山形成期、新期成層火山形成期、中央火口丘

形成期の三つの時期に分けられている。古期成層火山の

形成期は、およそ１３万年前まで続いたとされる。次いで、

新期成層火山の形成期は、約１３万年前に始まり、４～

５万年前ころまで続いたと考えられている。この時期は

火砕流を伴う噴火が多く、山麓に流下して堆積した。そ

の後、カルデラが形成され、約３．１ ～ ３．２万年前に山頂

部が大規模な軽石噴火を起こし、鹿沼軽石が東方に広く

降下した。この噴火の後、カルデラの中では溶岩が噴出

し、長七郎山・見晴山・地蔵岳などの中央火口丘群が出

現し、小
こ の

沼が形成された。

　中央火口丘群の形成後、地形は浸食作用により変化を

生じていく。本遺跡の南東約２ｋｍを南西に流れる赤城白

川は、地蔵岳の西から開析して削られた土砂により、白

川扇状地を形成した。しかし、それは富士見石井から原

之郷を西限とし、細ケ沢川を境として西方の富士見町米

野や横室には及んでいない。このため、米野から以西は

深い開析谷と台地が細かく連続する起伏の大きな地形と

なっている。

　本遺跡は南西に向かって樹枝状に伸びた台地の頂部に

位置している。東方には法華沢川により深い谷が形成さ

れ、西方は橘川やその支流によって数条の谷筋が入り

込んでいる。また、周辺では、南東約６５０ｍに位置する

十二山をはじめ、橘山、城山など、周辺との比高２０ ～

９０ｍの火山性泥流丘が点在し、傾斜面地形の中で異なっ

た様相を示している。

第２節　周辺の遺跡

　『群馬県史』によれば、本地域では後期旧石器文化に属

する遺跡として、龍ノ口遺跡、石井一区遺跡、米野丸山

遺跡、市ノ木場遺跡、精進場遺跡が挙げられ、石器が断

面採集されている。また、発掘調査では小原目遺跡(１７)

で、黒色安山岩を石材とする剝片４４点が出土している。

　縄文時代の遺跡は、本遺跡が位置する赤城山南西麓の

全体的な傾向として、前期と中期が多い特徴がある。周

辺では、窪谷戸遺跡(２)で前期前半の住居１軒が検出さ

れ、その北側に近接する見眼遺跡Ａ地区(３)では中期の

住居２軒と土坑５０基が発見されている。本遺跡で検出さ

れた中期後半の住居１軒も、同じ集落範囲に含まれる可

能性があろう。

　弥生時代の遺構は、周辺で確認されていないが、田中

田遺跡(１６)で中・後期の遺物が出土している。

　本遺跡の南方約２ｋｍには６世紀前半の前方後円墳であ

る九十九山古墳が存在する。また、米野から引田、原之

郷、時沢には、古墳時代の後期～終末期古墳が集中して

存在している。陣場・庄司原遺跡群(１０)では、古墳時代

前期の方形周溝墓５基、６世紀後半から８世紀初頭にわ

たる７基の古墳が調査されている。周辺も含めて墓域が

散在するあり方は、一般的な群集墳と異なる点で注目さ

れている。古墳時代の集落では、古墳時代前期から後期

まで継続する田中田遺跡があり、陣場・庄司原遺跡群と

関係する集落として想定されている。

　赤城山西麓の平安時代遺跡として近年脚光を浴び、県

指定史跡となったのが、渋川市赤城町三原田に所在する

「三原田諏訪上遺跡瓦塔設置仏教遺構」である。ここでは、

掘り込み地業を伴う瓦塔設置基壇が発見され、多くの瓦

塔・瓦堂片や瓦片が出土することから、建物の存在も想

定されている。周辺には８世紀後半から１０世紀前半にわ

たる集落も検出されており、小規模集落と仏教遺構との

関係をめぐる貴重な事例となっている。こうした状況下

にあって、本遺跡周辺では、窪谷戸遺跡で奈良時代２８軒、

平安時代１６軒の住居が検出される。また、見眼遺跡Ａ地

第2章　遺跡の立地と環境
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区では９軒、見眼遺跡Ｂ地区(４)では１４軒、奈良～平安

時代の住居が調査されており、本遺跡周辺が比較的大き

な集落である可能性を示している。

　本地域の南方には、伊勢神宮内宮の神領とされる青柳

御厨、細井御厨が設置されており、中世でも比較的要地

であったと推測される。おそらく、桃ノ木川が利根川の

本流であったこととも関係しようが、その後背地に当た

る本地域もその影響が想定される。本地域では、守護上

杉氏の執事を務める長尾氏の一族漆
うる

窪
くぼ

長尾氏が拠点とし

た漆窪城(３３)が知られるが、史料に乏しく実態は不明で

ある。享徳の乱(１４５５ ～ １４８５年)では、文明９年(１４７７)

に太田道灌らが、敵対する古河公
く ぼ う

方方の下野勢を本地域

に誘い込み、「塩売原」(推定　庄司原)で待ち構え、「引

田切所」(ともに富士見町)を前に合戦に臨んだとされて

いる(「太田道灌状」)。このような出来事から考えても、

本地域が守護勢力の強い影響下にあったことは間違いな

い。十二山の周辺から南面には、森山城(３５)や横室の寄

居(３９)などが点在し、この谷間が軍事的な要所であった

ことも推測される。また、永禄４年(１５６１)頃作成された

「関東幕注文」(上杉家文書)では、厩橋衆として「引田伊

勢守」が挙げられており、この頃在地勢力として引田氏

が有力であったと考えられる。『群馬県の中世城館跡』に

よれば、近隣に米野屋敷(32)があり、天正末期(１５９０頃)

甲斐栗原氏の屋敷とされるが、詳細は不明である。また、

箱田屋敷(４０)や丸山城(３４)に加え、発掘調査により窪谷

戸遺跡、向吹張遺跡(５)で大型の溝が発見されるなど、

中世の屋敷遺構が比較的多くみられる地域である。

　近世において、本地域は沼田街道の宿場米野宿として

発展を遂げる。沼田藩主の公用路の宿場として街割がな

されたと言われている。米野宿は沼田街道に沿う街村と

して、南北約八町（約８７０ｍ）の長さを持ち、宿の南北に

は松並木があったという。本遺跡周辺は、大胡街道との

交差点にあたることから、宿屋や問屋が集中していた。

　基本文献　群馬県史編さん委員会１９９０  『群馬県史』通史編原始古代１

第１表　周辺遺跡一覧
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番号 遺跡名 所在地
○集落・溝等　●墳墓　□水田・畠　凸城館

参考文献旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良・  
平安 中世 近世

１ 米野芦沼遺跡 前橋市富士見町米野字芦沼 ○ ○ 　 ○ 本報告書

２ 窪谷戸遺跡 前橋市富士見町米野字窪谷戸 ○ ○ ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群発掘調査概報窪谷戸、見眼Ａ、見眼
Ｂ遺跡』１９８５

３ 見眼遺跡Ａ地区 前橋市富士見町米野字見眼 ○ ○ ○ ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群発掘調査概報窪谷戸、見眼Ａ、見眼
Ｂ遺跡』１９８５

４ 見眼遺跡Ｂ地区 前橋市富士見町米野字見眼 ○ ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群発掘調査概報窪谷戸、見眼Ａ、見眼
Ｂ遺跡』１９８５

５ 向吹張遺跡 前橋市富士見町米野字向吹張尺神 ○ ○ ○ ○ ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群向吹張遺跡　岩ノ下遺跡　田中遺跡
　寄居遺跡』１９８７

６ 愛宕山遺跡 前橋市富士見町横室字愛宕山 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群愛宕山遺跡　初室古墳　日向遺跡』
１９９４

７ 赤城遺跡 前橋市富士見町田島字赤城 ○ ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群赤城遺跡・長泉寺遺跡』１９９３
８ 長泉寺遺跡 前橋市富士見町字長泉寺 ○ ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群赤城遺跡・長泉寺遺跡』１９９３

９ 日向遺跡 前橋市富士見町引田字日向 凸 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群愛宕山遺跡　初室古墳　日向遺跡』
１９９４

１０ 陣場・庄司原古墳
群

前橋市富士見町横室字陣場・上庄司
原・下庄司原 ○ ○● ○ ○ 富士見村教育委員会：『陣場庄司原遺跡群』１９９１

１１ 由森遺跡 前橋市富士見町田島字由森 ○ ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群白川遺跡　由森遺跡　久保田遺跡』
１９８９

１２ 白川遺跡 前橋市富士見町田島字白川 ○ ○ ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群白川遺跡　由森遺跡　久保田遺跡』
１９８９

１３ 久保田遺跡 前橋市富士見町原ノ郷字久保田 ○ ○ ○ ○ ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群白川遺跡　由森遺跡　久保田遺跡』
１９８９

１４ 田中遺跡 前橋市富士見町横室字田中 ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群向吹張遺跡　岩ノ下遺跡　田中遺跡
　寄居遺跡』１９８７

１５ 寄居遺跡 前橋市富士見町横室字寄居 凸 ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群向吹張遺跡　岩ノ下遺跡　田中遺跡
　寄居遺跡』１９８７

１６ 田中田遺跡 前橋市富士見町横室字田中田 ○ ○ 富士見村教育委員会：『富士見遺跡群田中田遺跡　窪谷戸遺跡　見眼遺跡』
１９８６

１７ 小原目遺跡 前橋市富士見町漆窪字北小原目・石
井字中小原目・市之木場字下小原目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 富士見村遺跡調査会：『小原目遺跡（一次・二次調査）』１９９８

１８ 八幡山遺跡 渋川市北橘町箱田字八幡山 ○ 北橘村教育委員会：『村内遺跡Ⅵ』１９９８

１９ 城山遺跡 渋川市北橘町下箱田字城山・悪戸上・
向山・下篠 ○ ○ 凸 北橘村教育委員会：『北橘遺跡群発掘調査報告書Ⅰ城山遺跡』１９８９

２０ 東篠遺跡 渋川市北橘町下箱田字東篠・西篠 ○ ○ ○ ○ 北橘村教育委員会：『東篠遺跡・瓜山遺跡』１９９１
２１ 瓜山遺跡 渋川市北橘町下箱田字瓜山 ○ 北橘村教育委員会：『東篠遺跡・瓜山遺跡』１９９１
２２ 西浦遺跡 渋川市北橘町小室字西浦 ○ 　 ○ 北橘村教育委員会：『村内遺跡Ⅷ』２０００
２３ 箱田遺跡群 渋川市北橘町箱田字上原・三角 ○ ○ ○ 北橘村教育委員会：『箱田遺跡群（上原・三角遺跡）真壁諏訪遺跡』１９９９

２４ 芝山遺跡 渋川市北橘町下箱田字今朝久保・向
芝山・西前原・芝山 ○ 　 ○ ○ ○ 北橘村教育委員会：『芝山遺跡Ⅰ』１９９３

２５ 真壁城山遺跡 渋川市北橘町真壁字城山 ○
渋川市教育委員会：『群馬用水分郷八崎遺跡・滝原遺跡・下遠原遺跡Ｅ
区・八幡山遺跡・真壁城山遺跡・棗久保遺跡・西浦遺跡・水泉寺遺跡Ｂ区』
２０１２

２６ 八幡塚古墳 渋川市北橘町真壁字丸山 ● 北橘村教育委員会：『村内遺跡Ⅳ』１９９６
２７ 森山古墳 前橋市富士見町横室字道上 ● 富士見村『続富士見村誌』１９７９ ／上毛古墳綜覧６号
２８ 道上古墳 前橋市富士見町横室字道上 ● 富士見村『続富士見村誌』１９７９

２９ 初室古墳 前橋市富士見町横室字初室 ● 富士見村教育委員会：『愛宕山遺跡　初室古墳　愛宕遺跡　日向遺跡』
１９９４

３０ 横室古墳 前橋市富士見町横室字中 ● 富士見村『続富士見村誌』１９７９
３１ 朝日塚 渋川市北橘町箱田字宮廻 ● 上毛古墳綜覧１３号
３２ 米野屋敷 前橋市富士見町米野 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』１９８８
３３ 漆窪城 前橋市富士見町漆窪 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』１９８８
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第2図　周辺遺跡（国土地理院1/25000、「渋川」使用）

第2章　遺跡の立地と環境

6

３４ 丸山城 前橋市富士見町 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』１９８８
３５ 森山城 前橋市富士見町引田 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』１９８８
３６ 田島城 前橋市富士見町田島 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』１９８８
３７ 新井館 前橋市富士見町田島 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』１９８８
３８ 岡城 前橋市富士見町石井 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』１９８８
３９ 横室の寄居 前橋市富士見町横室 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』１９８８
４０ 箱田屋敷 渋川市北橘町箱田 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』１９８８
４１ 箱田城 渋川市北橘町下箱田字城山 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』１９８８
４２ 真壁城 渋川市北橘町真壁 凸 群馬県教育委員会『群馬県の中世城館跡』１９８８
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第３章　発掘調査の記録

第１節　遺跡の概要

　１　遺構の概要

　本遺跡では、住居２軒、土坑８基、ピット８基を検出

した。調査は県道に沿って細長く行ったものであり、最

大幅でも約３ｍに過ぎない。このため、検出された住居

は２軒とも一部しか調査できていない。１号住居は縄文

時代中期に属しており、調査区西側に離れて見つかった。

同時期では陥し穴とみられる３・４号土坑があり、調査

区の東端に位置する。やせ尾根状の台地頂部を選んでい

る点が確認できる。２号住居は平安時代であり、調査区

中央に位置する。ほぼ同時期では小規模な１号土坑があ

る。土坑は全体で８基であり、残る５基のうち３基は時

期不詳であり、２基は中世以降であろう。土坑・ピット

　２　基本土層

　調査区のほぼ中央に設置した旧石器調査坑１に同２の

成果を加味して、基本土層を作成した。

　地表下４０㎝には、わずかに白色軽石が含まれ、層位か

らこの軽石はＡｓ－Ｃに比定される。このⅢ層の厚さは５㎝

と薄く、調査ではこの下層を掘り下げ、ローム漸移層で

あるⅣ層上面で遺構確認を行った。また、ローム層は良

好に堆積しており、間層を挟んでＡｓ－ＢＰグループとして

６層準が確認でき、最下層Ⅸ層ではＨｒ－ＨＡが堆積してい

る(早田勉氏ご教示による)。

は、全体として調査区東端にかたまっており、東側で交

差する沼田街道に関係して形成された居住域に属する可

能性が高い。

第3図　米野芦沼遺跡全体図

第1節　遺跡の概要

7

基本土層
Ⅰ　暗褐色土　現耕作土。
Ⅱ　暗褐色土
Ⅲ　黒褐色土　Ａｓ‐Ｃ含む。
Ⅳ　褐色～暗褐色土  ローム漸移層。
Ⅴ　黄褐色土　Ａｓ‐ＹＰ粒を上位に含む。

ハードローム。
Ⅵ　にぶい橙色土　Ａｓ－Ｓｒをブロック

状に含む。
Ⅶ－１　にぶい橙色土  Ａｓ－ＢＰをブロッ

ク状に含む。

Ⅶ－２　Ａｓ－ＢＰ
Ⅶ－３　灰褐色土　間層
Ⅶ－４　Ａｓ－ＢＰ
Ⅶ－５　灰褐色土　間層
Ⅶ－６　Ａｓ－ＢＰ　
Ⅷ－１　極暗褐色土  Ａｓ－ＭＰを含む。
Ⅷ－２　暗褐色土  
Ⅸ－１　極暗褐色土  暗色帯。色調やや

明るい。石質岩片含む。
Ⅸ－２　極暗褐色土  暗色帯。
Ⅹ　Ｈｒ－ＨＡ
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第２節　遺構と遺物

　１　竪穴住居

　竪穴住居は２軒見つかり、縄文時代の１号住居は調査

区西端に離れており、周辺に遺構は見られない。平安時

代の２号住居は調査区中央に位置する。調査した幅員が

狭いため、ともに全体は調査できていない。

１号住居（第4～6図、第2・3表、ＰＬ.1・2・6）

位置　５４１－３２０。　

重複　なし。　

形態  著しく攪乱されて不明な部分が多いが、不整円形

か。

主軸方位　不明。

規模　面積(８．４１）㎡　長軸（１．４５）ｍ、短軸３．０４ｍ　残存

壁高１１㎝～ ２２㎝

埋没土  残存する深さが浅いため、埋没状況不詳。

炉・柱穴　検出されなかった。

床　明確な床面は確認できていない。　

掘り方  残存部分で深さ約１５㎝掘り込まれる。

遺物  掲載遺物のほか、近世以降の陶磁器５点が混入す

る。

時期　出土遺物から縄文時代中期後半（加曽利Ｅ３式期）

に比定される。

第4図　１号住居　

第２表　１号住居出土遺物観察表（１）

使用面　 掘り方　

第3章　発掘調査の記録
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Ｎo. 挿図Ｎo.
ＰＬ．Ｎo.

種別
器種

出土位置
残存 胎土 色調 焼成 文様の特徴等 備考

１
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

＋１
口縁部片

粗砂、白色
粒

黄褐 ふつう
内反する平口縁の口縁部に隆帯と太い沈線で楕円等の文様を描き、楕円区画内
に横位回転のＲＬの縄文を施す。胴部は懸垂文で区画され、縦位の区画帯内には
無文帯と縦位回転のＲＬの縄文を施す。

加曽利Ｅ３

２
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

＋４
口縁部片

粗砂、細礫、
白色粒

黄褐 ふつう
内反する平口縁の口縁部に隆帯と太い沈線で楕円等の文様を描き、楕円区画内
に縦位回転のＬＲの縄文を施す。胴部は懸垂文で区画され、縦位の区画帯内には
無文帯と斜位回転のＬＲの縄文を施す。

加曽利Ｅ３

３
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

口縁部片
粗砂、細礫、
白色粒

黄褐 ふつう
内反する平口縁の口縁部に隆帯と太い沈線で楕円等の文様を描き、楕円区画内
に横位回転のＲＬの縄文を施す。

加曽利Ｅ３

４
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

掘り方
口縁部片

粗砂、白色
粒

黄橙 ふつう
内反する平口縁の口縁部に隆帯と太い沈線で楕円等の文様を描き、楕円区画内
に横位回転のＲＬの縄文を施す。

加曽利Ｅ３

５
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

＋１１
口縁部片

粗砂、細礫 黒褐 ふつう
内反する平口縁の口縁部に隆帯と太い沈線で楕円等の文様を描き、楕円区画内
に横位回転のＲＬの縄文を施す。

加曽利Ｅ３

６
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

口縁部片
粗砂、白色
粒

黄橙 ふつう
内反する突起状の波状口縁で、口縁部に隆帯と太い沈線で円形や楕円等の文様
を描き、区画内に横位回転のＲＬの縄文を施す。

加曽利Ｅ３

７
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

胴部片
粗砂、白色
粒

黄褐 ふつう
口縁部に隆帯と太い沈線で文様を描き、胴部は懸垂文で区画され、縦位の区画
帯内には無文帯と縦位回転のＲＬの縄文を施す。

加曽利Ｅ３

８
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

＋１１
胴部片

粗砂、白色
粒

黄褐 ふつう
胴部に懸垂文で区画し、縦位の区画帯内には無文帯と縦位回転のＲＬの縄文を施
す。

加曽利Ｅ３

９
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

＋１
胴部片

粗砂、白色
粒

黄橙 ふつう
１０と同一個体。胴部に懸垂文で区画し、縦位の区画帯内には無文帯と縦位回転
のＲＬの縄文を施す。

加曽利Ｅ３

１号住居
１　暗褐色土　ロームブロック１％含む。 ２　暗褐色土　ロームブロック１０％含む。
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第5図　１号住居出土遺物（１）　

第2節　遺構と遺物
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第6図　１号住居出土遺物（２）

第３表　１号住居出土遺物観察表（２）

第3章　発掘調査の記録
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１０
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

＋１
胴部片

粗砂、白色
粒

黄橙 ふつう
９と同一個体。胴部に懸垂文で区画し、縦位の区画帯内には無文帯と縦位回転
のＲＬの縄文を施す。

加曽利Ｅ３

１１
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

胴部片 粗砂 黄褐 ふつう
胴部に懸垂文で区画し、縦位の区画帯内には無文帯と縦位回転の０段多条のＲＬ
の縄文を施す。

加曽利Ｅ３

１２
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

＋１２
胴部片

粗砂、細礫 褐橙 ふつう
胴部に懸垂文で区画し、縦位の区画帯内には無文帯と縦位回転のＲＬの縄文を施
す。

加曽利Ｅ３

１３
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
深鉢

胴部片 粗砂 褐橙 ふつう
胴部に懸垂文で区画し、縦位の区画帯内には無文帯と縦位回転のＲＬの縄文を施
す。

加曽利Ｅ３

１４
第５図
ＰＬ.6

縄文土器
土製品

完形
粗砂、白色
粒

褐橙 ふつう
円形の土製円板。周囲には部分的に研磨がみられ、下端を僅かに欠損。土器の
胴部片利用で、懸垂文と縦位回転のＲＬの縄文を施す。縦（３．８）ｃｍ、横４．５ｃｍ、
厚さ１．２ｃｍ。

加曽利Ｅ３

Ｎo. 挿図Ｎo. 器種 出土位置
残存 形態・素材 製作状況・使用状況 石材 長さ 幅 厚さ 重さ（ｇ）

１５
第６図
ＰＬ.6

打製石斧 短冊型
完成状態？幅広剥片を横位に用い、両側縁を加工して
形状を整える。頭部欠損。

黒色頁岩 （１０．６） ４．１ １．１ ５１．８

１６
第６図
ＰＬ.6

打製石斧 ＋５ 分銅型
完成状態。刃部破片で、エッジに摩耗痕が残る。破損
部上端を再加工しており、削器として再利用された可
能性が残る。

ホルンフェルス （６．７） ６．３ １．２ ６１．９

１７
第６図
ＰＬ.6

敲石 ＋２ 扁平礫 上端側小口部に敲打痕がある。器体下部を欠損する。 粗粒輝石安山岩 （１２．９） ９．４ ４．４ ５５５．２

Ｎo. 挿図Ｎo.
ＰＬ．Ｎo.

種別
器種

出土位置
残存 胎土 色調 焼成 文様の特徴等 備考

15

16

17



２号住居（第７・８図、第4表、ＰＬ.2・3・7）

位置　５５３－３３８。　

重複　なし。

主軸方位　Ｎ－１６°－Ｅ　

規模　面積(２０．０８)㎡　長軸（２．４０）ｍ、短軸３．３６ｍ　残

存壁高　東辺０．５２㎝・西辺０．４０㎝・北辺０．３３㎝

埋没土  ロームの混入の少ない暗褐色土を中心に埋ま

る。自然埋没と思われる。

カマド　東壁中央に付設され、燃焼部は壁面に一致する。

カマドの全長は(７８)㎝で、燃焼部の長さは６２㎝、両袖が

残っておらず全幅は不明で、確認面から燃焼部面までの

深さは５８㎝である。焚き口幅は６９㎝である。構築材とし

てにぶい橙色粘土を用い、左袖は補強材として礫を立て

ている。住居の外側に半円形に粘土が回っており、煙道

部が作られていたものと考えられる。掘り方規模は全長

(１４５)㎝で幅は(１０２)㎝、掘り方の深さは７㎝である。ま

た、煙道部の作り出しを含めると、幅は(１６５)㎝に及ぶ。

柱穴　Ｐ１のみが見つかる。規模は長軸43㎝短軸３７㎝深

さ１８㎝である。浅く明確でない。

床　貼り床は床下土坑２の上面に見られるが、範囲は判

然としない。カマド前面に焼土が広がり、左袖前面から

左側に灰が付着する。

周溝  東辺のカマド左袖前から東側と、西辺の中央部に

周溝がめぐる。東辺では長さ(１１５)㎝、幅２６㎝、深さ最

大６㎝である。西辺は長さ(１３５)㎝、幅３２㎝、深さ最大

６㎝である。

床下土坑１　北東隅近い壁面に接する。平面形は円形で

断面皿状。規模は長径（７２）㎝短径（６６）㎝深さ１９㎝である。

床下土坑２  中央南寄りにあり、上位に貼り床が見られ

る。南側半分は調査区域外となる。平面形はほぼ円形か。

規模は長径５１㎝短径（２２）㎝深さ１５㎝である。

掘り方　全体として掘り込みは浅く、床下土坑など部分

的に掘り込まれる。西壁から中央部にかけて床下溝が掘

り込まれる。

遺物　床面中央で須恵器杯(２)、同椀(４)が出土するが、

カマドを含めて遺物の出土は少ない。掲載遺物のほか、

土師器小型製品片３点、同大型製品片１９１点、同不明片

１１１点、須恵器大型製品片１点、灰釉陶器瓶類片１点が

出土する。近現代陶磁器３点は混入である。

時期  出土遺物から９世紀第３四半期に比定される。

第４表　２号住居出土遺物観察表　

第2節　遺構と遺物
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Ｎo. 挿図Ｎo.
ＰＬ．Ｎo.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 ／焼 成 ／ 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

１
第８図
ＰＬ.7

須恵器
杯

体部～底部 底
５．４ 細砂粒・粗砂粒／還元

焔／にぶい黄橙
ロクロ整形（右回転）。底部回転糸切り無
調整。

内外面摩滅。外
面に煤付着

２
第８図
ＰＬ.7

須恵器
杯

＋２ｃｍ
体部～底部

底
５．４ 細砂粒／還元焔／にぶ

い黄橙
ロクロ整形（右回転）。底部回転糸切り無
調整。

３
第８図
ＰＬ.7

須恵器
椀

口縁～底部片
口
底

１４．７ 
７．７

高
台

５．１ 
７．２

細砂粒／酸化焔／にぶ
い黄橙

ロクロ整形（右回転）。高台は底部回転糸
切り後の付け高台。

口縁部内外面以
外の部分吸炭

４
第８図
ＰＬ.7

須恵器
椀

床直
１／３

口
底

１２．６
 ６．０

高
台

５．７ 
５．８

細砂粒／還元焔／オ
リーブ黄

ロクロ整形（右回転）。高台は付け高台。

５
第８図
ＰＬ.7

須恵器
壺

頸部片
細砂粒／還元焔／灰 ロクロ整形（回転方向不明） 内面に自然釉

６
第８図
ＰＬ.7

土師器
甕

口縁～胴部片 口
１８．８ 細砂粒／良好／橙 口縁部は横撫で。胴部外面は斜めのヘラ

削り。内面は横のヘラ撫で。
頸部外面に輪積
み痕

７
第８図
ＰＬ.7

土師器
甕

口縁～胴部片 口
１６．６ 細砂粒・軽石・角閃石

／良好／橙
口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削
り。内面は横のヘラ撫で。

８
第８図
ＰＬ.7

土師器
甕

口縁～胴部片 口
１８．０ 細砂粒・角閃石／良好

／橙
口縁部は横撫で。胴部外面は横のヘラ削
り。内面は横のヘラ撫で。
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２号住居
１ 黒褐色土　褐色粒１０％、ＦＰ １％含む。
２　暗褐色土　褐色粒・ＦＰ１０％、褐色粒・

ローム粒・焼土粒１％含む。
３　暗褐色土　褐色粒１０％含む。、ローム

粒１％含む。
４　黒褐色土　褐色粒１０％含む。

ピット
１　暗褐色土　ローム大ブロッ

ク４０％含む。

床下土坑
１　暗赤褐色土　焼土２０％、ローム

粒１０％含む。

２号住居カマド
１ 暗赤褐色土　ＦＰ・褐色粒１％、焼土１０％、

ローム粒・粘土１％含む。
２　にぶい赤褐色土　ＦＰ １％、焼土粒２０％、

ローム粒１％含む。
３　灰白色粘質土　焼土粒１％、灰１０％含む。
４　褐灰色土　焼土粒１％、灰２０％含む。
５　にぶい橙色土　ローム小ブロック１０％、粗

粒岩片１０％、灰色大ブロッ
ク５％含む。

６　にぶい橙色土　灰色粘土大ブロック１０％含
む。

７　にぶい橙色土　褐色土大ブロック５％、焼
土大ブロック２０％含む。

５　極暗褐色土　褐色粒・ローム粒
１％含む。

６　暗褐色土　ＦＰ・褐色粒・ローム
粒１％含む。

７　ロームブロック
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　調査区中央から東端にかけて、８基が検出された。３・

４号土坑は形態から縄文時代の陥し穴とみられる。また、

１号土坑は小規模な円形で、出土遺物から平安時代に比

定される。２号土坑はピット状、５・６号土坑は楕円形

で、いずれも小規模である。８・９号土坑は角が直角に

近い方形で、遺物は伴わないが形態から中世以降と考え

られる。

１号土坑（第９図、第5表、ＰＬ.3）

位置　５２８－２９２。北半分は調査区域外となるが、平面形

は乱れた円形。断面形は皿状。壁は斜めに立ち上がる。

底面はやや凸凹する。埋没土にロームブロックがやや目

立つため、人為埋没の可能性がある。規模は長径（５５）㎝

短径８４㎝深さ１４㎝である。確認面で、１の須恵器羽釜が

出土する。出土遺物から平安時代に比定される。

２号土坑（第9図、ＰＬ.4）

位置　５２９－２９４。平面形はピット状。断面形はＵ字形。

壁は斜めに立ち上がる。底面は丸みを持つ。埋没土にロー

ムブロックがやや目立つため、人為埋没の可能性がある。

規模は長径６７㎝短径５７㎝深さ３２㎝である。遺物は近現代

陶磁器が１点出土するが、混入の可能性もある。

３号土坑（第9・10図、第5表、ＰＬ.4・7）

位置　５２３－２８１。南半分は調査区域外となるが、平面形

は隅丸方形か。形態から陥し穴とみられる。断面形は円

筒形。壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦。底面は

近くは壁面の崩落で埋まり、徐々に自然埋没したものと

思われる。規模は長軸７６㎝短軸７４㎝深さ５５㎝である。

４・８号土坑（第9図、ＰＬ.4）

４号土坑　位置　５２５－２８６。８号土坑より前出。平面形

は隅丸長方形。形態から陥し穴とみられる。断面形は円

筒形。壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は凸凹する。自

然埋没と思われる。規模は長軸１４６㎝短軸６９㎝深さ７６㎝

である。

８号土坑　位置　５２６－２８７。４・９号土坑より後出。平

面形は長方形。主軸方位はＮ－６３°－Ｗ。断面形は箱形。

壁は垂直に立ち上がる。底面は平坦。埋没土はロームブ

ロックを多量に含み人為埋没。規模は長軸２２７㎝短軸９０

㎝深さ４９㎝である。

５号土坑（第９図、ＰＬ.4）

位置　５３８－３１２。北半部は調査区域外となるが、平面形

は楕円形か。断面形はＵ字形。壁は斜めに立ち上がる。

底面は丸みを持つ。自然埋没と思われる。規模は長径（４９）

㎝短径５９㎝深さ１３㎝である。

６号土坑（第９図、ＰＬ.4）

位置　５３５－３１０。平面形はほぼ楕円形。断面形は皿状。

壁は緩やかに立ち上がる。底面は凸凹する。埋没土は著

しく植物攪乱を受け、埋没状況不詳。規模は長径１１３㎝

短径（９０）㎝深さ２１㎝である。

９号土坑（第9図、ＰＬ.4）

位置　５２７－２８９。８号土坑より前出。ほとんどが北側調

査区域外となり、平面形は不明だが、南西隅が露呈して

おり、ほぼ直角に曲がる。断面形不明。壁は垂直に立ち

上がる。底面はほぼ平坦。埋没土は均質で人為埋没の可

能性も考えられる。規模は長軸（１４３）㎝短軸（３６）㎝深さ

２８㎝である。

　２　土坑
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第9図　1～６、8・9号土坑と１号土坑出土遺物
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9号土坑　8号土坑　
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１号土坑
１　暗褐色土　ローム大ブロッ

ク１０％含む。

２号土坑
１　暗褐色土　ローム大ブロッ

ク１０％含む。

３号土坑
１　褐色土　ローム粒１０％含む。
２　褐色土　ローム小ブロック

１０％、ローム粒１０％
含む。

３　にぶい褐色土　ローム大ブ
ロック２０％含
む。

４　にぶい褐色土　ローム小ブ
ロック１０％含
む。

４・８号土坑
１　褐色土　ローム大ブロック１０％、

ローム粒１０％含む。
２　黒褐色土　ローム小ブロック

１０％、ローム粒１％含
む。

３　暗褐色土　黒褐色土ブロック
１０％、ローム小ブロッ
ク１％含む。

４　褐色土　ローム小ブロック１０％含
む。

５　褐色土　ローム大ブロック１０％含
む。

６　褐色土　ローム小ブロック１０％、
ローム粒１０％含む。

７　にぶい褐色土　ローム小ブロック
１０％、ローム粒
２０％含む。

５号土坑
１　褐色土　ローム粒１％含む。
２　黄橙色土

６号土坑
１　褐色土　黒褐色土ブロック１０％、ローム

粒１％含む。
２　暗褐色土　黒褐色土ブロック１０％、ロー

ム粒１％含む。
３　褐色土　ローム粒１０％含む。
４　橙色土

９号土坑
１　暗褐色土　ローム粒１０％含む。
２　褐色土　ローム小ブロック５％、ローム

粒１０％含む。

1



０ 10㎝１:３

第10図　3号土坑出土遺物

第５表　土坑出土遺物観察表　　　　　　　　　
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Ｎo. 挿図Ｎo. 
ＰＬ．Ｎo.

種類 
器種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 ／焼 成 ／ 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

１ 第９図
須恵器　
羽釜

１土
胴部片　

細砂粒・軽石／還元焔
／灰オリーブ

ロクロ整形（右回転）

１
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

繊維 黄白 良好 胴部に閉端環付き縄（ループ縄文）を施す。 関山式

２
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
口縁部片

粗砂、細礫 褐橙 ふつう
３・４と同一個体。波状口縁の口唇部に刻みをもち、口縁部文様に平行沈線
で円状の文様を描き、円の中心に孔を有する。区画内に横位の平行沈線を施す。

五領ヶ台式

３
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂、細礫 褐橙 ふつう
２･４と同一個体。胴部に三角印刻等を配して文様を描き、区画内に縦位の平
行沈線を施す。

五領ヶ台式

４
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂、細礫 褐橙 ふつう
２・３と同一個体。胴部の文様の下端を鋸歯状に区画し、区画内に縦位ない
し斜位の平行沈線を施す。

五領ヶ台式

５
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂、細礫 褐橙 ふつう
口縁部が湾曲し、平行沈線を横位に巡らせて区画し、区画内に平行沈線で縦
位および横位矢羽根の文様を描く。地文にＬＲの縄文を施す。

五領ヶ台式

６
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂、細礫 橙 ふつう
７と同一個体。口縁部の湾曲部に斜位の平行沈線を施し、下端を横位に平行
沈線を巡らせて区画する。

五領ヶ台式

７
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂、細礫 橙 ふつう
６と同一個体。胴部上位に平行沈線を横位に巡らせて区画し、区画内に平行
沈線を縦位に施す。

五領ヶ台式

８
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂 橙 ふつう 胴部に三角状の印刻をもち、平行沈線を斜位に施す。 五領ヶ台式

９
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片 粗砂 黄褐 ふつう

１０と同一個体。胴部の文様の下端を鋸歯状に区画し、区画内に印刻を有し、
縦位ないし斜位の平行沈線を施す。鋸歯状区画以下の胴部にはＬＲの縄文が施
される。

五領ヶ台式

１０
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂 褐橙 ふつう
９と同一個体。胴部の文様の下端を鋸歯状に区画し、区画内に縦位ないし斜
位の平行沈線を施す。鋸歯状区画以下の胴部にはＬＲの縄文が施される。

五領ヶ台式

１１
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂、細礫 橙 ふつう 胴部の文様の下端を鋸歯状に区画し、区画内に縦位の平行沈線を施す。 五領ヶ台式

１２
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂、細礫 橙 ふつう 胴部の文様の下端を鋸歯状に区画する。 五領ヶ台式

１３
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂、細礫 黄褐 ふつう 胴部に平行沈線を横位に巡らせ、以下にＲＬの縄文を施す。 五領ヶ台式

１４
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂、細礫 橙 ふつう 胴部にＬＲの縄文を施す。 五領ヶ台式

１５
第１０図
ＰＬ.7

縄文土器
深鉢

３土
胴部片

粗砂、細礫 橙 ふつう 胴部に縦位回転のＬＲの縄文を施す。 五領ヶ台式

Ｎo. 挿図Ｎo.
ＰＬ．Ｎo.

種別
器種

出土位置
残存 胎土 色調 焼成 文様の特徴等 備考

1

2
3

4
5

6
7

8

10 9

11 12
13 14 15



527
-290

Ａ Ａ′

L=226.00mＡ Ａ′

1
2

531
-298

Ａ Ａ′

L=226.00mＡ Ａ′

1

53
7

-3
12

Ａ Ａ′

L=226.10mＡ Ａ′

1
2

538
-312

Ａ Ａ′

L=226.10mＡ Ａ′

1

2 3

535
-307

Ａ Ａ′

L=226.00mＡ Ａ′

1
2

527
-290

Ａ Ａ′

L=226.00mＡ Ａ′

1

2

4

3

53
7

-3
09

Ａ Ａ′

L=226.00mＡ Ａ′

537
-309

Ａ Ａ′

L=226.00m
Ａ Ａ′

０ ２ｍ１: 60

　３　ピット（第11図、ＰＬ.4・5）

　調査区の東側で、ピット６基が点在する。２・６・７・

８号ピットは、深さもあり柱穴の可能性がある。前２者

の埋没土は締まりがなく、中世以降の所産と思われる。

７・８号ピットは攪乱土坑の底面で検出されており、埋

没土も不詳である。１・３～５号ピットは、埋没土に植

物攪乱が著しく、浅いことから柱穴とは見なしにくい。

　４　遺構外出土遺物（第12図、第6・7表）

　縄文土器では、花積下層Ⅰ式(１)、黒浜式(２)が出土

しており、本遺跡内では前期の遺構は検出されなかった

が、周辺に当該期の遺構が存在することを想定すること

ができる。また、17の鉄鎌、18の銅銭(寛永通宝)は、攪

乱からの出土となったが、その下位には７・９号土坑が

あり、そこからの混入も考えられる。その場合、周辺で

検出された３号土坑も含めた土坑群の時期を考える資料

となる。

　掲載遺物のほか表土などから、土師器不明片６点、須

恵器小型製品片１点、近世国産磁器片５片、同施釉陶器

片６点、同在地系焙烙・鍋片４点、同在地系皿片１点、

近現代陶磁器片１点、同土器類10点、同瓦７点、時期不

詳土器類１点が出土している。

第11図　ピット

1号ピット　 2号ピット　 3号ピット　 4号ピット　

5号ピット 6号ピット　 ８号ピット　７号ピット　

第2節　遺構と遺物
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１号ピット
１　褐色土　褐色粒１％含む。
２　にぶい褐色土　ローム粒５％

含む。

２号ピット
１　暗褐色土　ローム粒１％、

炭粒１％含む。

３号ピット
１　黒褐色土　ローム粒１％

含む。
２　褐色土　ローム粒１０％含

む。

４号ピット
１　黒褐色土　ローム粒５％含

む。
２　黒褐色土＋ローム　ローム

粒２０％
含む。

５号ピット
１　黒褐色土　ローム粒１０％含む。
２　褐色土　ローム土１０％、ローム

粒１０％含む。

６号ピット
１　黒褐色土　ローム小ブロック１０％

含む。

２　黒褐色土　ローム小ブロック２０％含む。
３　灰褐色土　ローム小ブロック４０％含む。
４　黒褐色土　ローム大ブロック２０％含む。



０ 10㎝１:３

０ ２㎝１:１

第６表　遺構外出土遺物観察表（1）

第12図　遺構外出土遺物

第3章　発掘調査の記録
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Ｎo. 挿図Ｎo.
ＰＬ．Ｎo.

種別
器種

出土位置
残存 胎土 色調 焼成 文様の特徴等 備考

１
第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
胴部片

繊維 黄褐 ふつう ＬＲとＲＬによる縦長の菱状となる羽状縄文を施す。
花積下層Ⅰ
式

２
第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
胴部片

繊維 橙 ふつう 胴部にＬＲＬの縄文を施す。 黒浜式

３
第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
胴部片

粗砂、雲母 暗褐 良好
胴部に平行沈線を横位に巡らせ、その下に平行沈線で弧状区画し、区画内に
斜位の平行沈線を施す。地文にＲＬの縄文を施す。

五領ヶ台式

４
第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
口縁部片

粗砂、細礫 黄褐 ふつう
内反する平口縁の口縁部に隆帯と太い沈線で楕円等の文様を描き、楕円区画
内にＬＲの縄文を施す。胴部には蕨手懸垂文を有し、縄文を施す。

加曽利Ｅ３

５
第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
口縁部片

粗砂、細礫 黄褐 ふつう
内反する平口縁の口縁部に隆帯と太い沈線で楕円等の文様を描き、楕円区画
内にＲＬの縄文を施し、胴部には斜位回転のＲＬの縄文を施す。

加曽利Ｅ３

６
第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
口縁部片

粗砂、細礫 橙 ふつう 波状口縁の口縁部に横位の沈線と、ＬＲとＲＬによる羽状縄文を施す。 加曽利Ｅ３

1

10

2 3
4

5

6
7

8

9
11 12

13

17

14

15

16

18

13・18



第3節　まとめ

縄文時代　縄文時代中期の遺構として、中期前半では３

号土坑が確認できた。形態から陥し穴と考えられ、同様

な形態を持つ４号土坑も同時期の可能性が高い。中期後

半では住居１軒が調査できた。遺構の半分は南側調査区

域外にある上、全体に攪乱が著しく、床面も判然としな

かった。この時期は、石組み炉を持つと考えられるが、

調査区内では検出されなかった。これまでの周辺におけ

る調査も踏まえれば、更にこの台地上に集落の広がりが

推測される。

平安時代  ９世紀第3四半期の住居１軒と、小規模な円

形の土坑１基が確認できた。カマドは焚き口にやや大き

な礫を補強材として使い、煙道部も盛り土を伴って、や

や外側に盛り上がっていた可能性が考えられる。

中世・近世  遺物を伴う遺構がなく、年代観も定まらな

いが、８・９号土坑やピット６基が、この時期と考えら

れる。概ね東方の交差点寄りに分布することからも、街

道沿いの居宅に関係すると思われるが、判然としない。

近世の出土遺物も一般的であり、宿場を思わせるものは

なかった。ピットには掘立柱建物の柱穴を思わせる規模

もあるため、江戸時代前期以前の建物の存在をうかがわ

せる。

第７表　遺構外出土遺物観察表（２）

第3節　まとめ
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Ｎo. 挿図Ｎo.
ＰＬ．Ｎo.

種別
器種

出土位置
残存 胎土 色調 焼成 文様の特徴等 備考

７ 第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
口縁部片 粗砂、細礫 黄褐 ふつう

内反する波状口縁の口縁部に刺突列と沈線を巡らせ、ＬＲの縄文を施す。
加曽利Ｅ３

８ 第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
胴部片 粗砂 褐橙 ふつう 口縁部に隆帯と太い沈線で文様を描き、胴部は隆帯を懸垂させ、ＲＬの縄文を施

す。 加曽利Ｅ３

９ 第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
胴部片 粗砂 褐橙 ふつう 胴部に懸垂文で区画し、縦位の区画帯内には無文帯と縦位回転のＲＬの縄文を施

す。 加曽利Ｅ３

１０ 第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
胴部片 粗砂 暗褐 ふつう 胴部に隆帯と沈線を懸垂させて区画し、縦位の区画帯内に縦位回転のＲＬの縄文

を施す。 加曽利Ｅ３

１１ 第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
胴部片 粗砂 灰黄 ふつう 胴部にＬの縄文を施す。 加曽利Ｅ３

１２ 第１２図
ＰＬ.8

縄文土器
深鉢

表土
胴部片

粗砂、白色
粒 黄橙 ふつう 胴部に縦位回転のＲＬの縄文を施す。 加曽利Ｅ３

１３ 第１２図
ＰＬ.8  石鏃 表土 凹基無茎鏃 未製品。左辺側「返し部」の破片。加工は粗く、製作途

上に破損したものと見られる。 珪質頁岩 （１．９） （２．２） ０．４ １．８

非実測 打製石斧 表土 短冊型 完成状態。頭部破片。全体的に磨滅しており、詳細は
不明。 ホルンフェルス ３．９ ３．０ ０．６ １０．４

非実測 打製石斧 表土 短冊型 完成状態。刃部摩耗が著しいほか、捲縛痕も弱く残る。珪質頁岩 １１．１ ４．７ １．２ ８９．９

非実測 加工痕あ
る剥片 表土 珪質頁岩 ８．２ ４．４ １．４ ５９．５

非実測 加工痕あ
る剥片 表土 ホルンフェルス ４．１ ２．０ ０．８ ７．１

Ｎo. 挿図Ｎo. 器種 出土位置
残存 形態・素材 製作状況・使用状況 石材 長さ 幅 厚さ 重さ

（ｇ）

Ｎo. 挿図NO
ＰＬ．Ｎo. 種別 器形 出土

位置
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 残存 胎土 色調 形・成調整等 備考

１４ 第１２図
ＰＬ.8

美 濃 陶
器 尾呂茶碗 表土 － － － 口縁下部か

ら体部１／４

体部上位から口縁部は直立気味に延びる。内面
から高台脇に飴釉。口縁部内外面にうのふ釉。
高台脇以下は鉄化粧。

１７世紀末～
１８世紀前半

１５ 第１２図
ＰＬ.8

瀬戸・
美 濃 陶
器

皿 表土 (６．５) － － １／７ 淡黄
口縁部は屈曲して内湾。内面口縁部下に浅く細
い圏線。内面から体部外面に施釉。焼成不良の
ため釉の種類は不明。

江戸時代

１６ 第１２図
ＰＬ.8

在 地 系
土器 焙烙 表土 － － － 口縁部から

体部片

片岩由来と
考えられる
雲母含まな
い。

暗 灰、
黒

断面中央は黒色、器表付近は灰白色、内面の器
表は暗灰色、外面の器表は黒色。器壁が厚く、
口縁端部は内傾。外面中位に接合痕残る。外面
下位に皺状亀裂。底部を除く外面に煤付着。外
面下位の割れ口に焼成後の補修孔１カ所残る。

江戸時代

Ｎo. 挿図Ｎo.
ＰＬ．Ｎo. 種別 器形 出土位置

残存
口径

（長）
底径

（幅）
器高

（厚） 重さ 形・成調整等 備考

１７ 第１２図
ＰＬ.8  鉄製品 鉄鎌 ほぼ完形 ７．７ ６．３ ０．４ １９．１６

小型の鉄鎌、裏側は背にそって鎬状にへこんでいる、茎は
断面４角形のまま三角状に細くなり端部は決算する。目釘
孔は見られず端部細くし折り曲げて目釘で固定する形状と
推定される。刃先の形状から右利き用と見られる

メタル残存

１８ 第１２図
ＰＬ.8  銅製品 銅銭 ほぼ完形 ２．３７ ２．２８ ０．１２ ２．１８

寛永通宝。劣化・破損により外縁の一部を欠く、表面の郭
に対し裏面の郭は倍以上の幅を有する、外輪幅も表面２ｍｍ
に対し裏面３ｍｍと幅が広い

中心部分にメタルが残
存するが、表面は劣化
し脆弱
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写　真　図　版





調査区東側全景（東から）

調査区東側全景（西から）

１号住居全景（北から）

調査区西側全景（東から）

１号住居遺物出土状態（北から）

PL.1



PL.2

2 号住居カマド全景（西から）2 号住居土層断面（南から）

2 号住居全景（西から）

2 号住居掘り方全景（西から）1 号住居掘り方全景（西から）



PL.3

１号土坑土層断面（南から）１号土坑全景（南から）

２号住居内土坑２土層断面（北から）2 号住居Ｐ１土層断面（南から）

2 号住居カマド掘り方土層断面（北西から）2 号住居内土坑１土層断面（南から）

2 号住居カマド土層断面（西から）2 号住居カマド掘り方全景（西から）



２号ピット土層断面（南から）２号ピット全景（南から）　１号ピット土層断面（南から）

１号ピット全景（南から）９号土坑全景（南から）８号土坑土層断面（南から）

８号土坑全景（南から）６号土坑土層断面（南から）５号土坑土層断面（南から）

４号土坑土層断面（南西から）

４号土坑全景 ( 東から）

３号土坑調査風景（北から）２号土坑土層断面（南から）

２号土坑全景（南から）

PL.4



１号旧石器調査坑土層断面（南から）

８号ピット全景（南から）７号ピット全景（南から）６号ピット土層断面（北から）

５号ピット土層断面（南から）４号ピット土層断面（南から）３号ピット土層断面（南西から）

５号ピット全景（南から）４号ピット全景（南から）３号ピット全景（南から）

PL.5



１号住居出土遺物

PL.6

1住1

1住2

1住3 1住4

1住5 1住6

1住101住8

1住7 1住9

1住11 1住12

1住13

1住14
1住15

1住16

1住17



２号住居、３号土坑出土遺物

PL.7

2住1 2住2

2住3 2住4 2住5

2住6

2住7

2住8

3土1

3土2 3土3
3土4

3土5

3土6 3土7 3土8

3土9

3土10

3土11
3土12

3土13 3土14
3土15



 遺構外出土遺物 

PL.8

遺構外1 遺構外2
遺構外3

遺構外4

遺構外5

遺構外6
遺構外7 遺構外8

遺構外9

遺構外10
遺構外11 遺構外12

遺構外13(1/1)

遺構外14

遺構外15
遺構外16(1/4)

遺構外17 遺構外18（1/1)
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